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要          旨 
〔請願趣旨〕 

日頃から、三鷹市の教育を守り充実させるためにご尽力いただき、ありがとうござ

います。 

どの子も勉強がよくわかり、楽しく通える学校にするために、小・中学校の学級定

数を 30 人以下とし、一人ひとりへの丁寧なきめ細かい学習指導が行われるようにす

ること、友だちや先生との触れ合いによって人と人との接し方を学び、社会性や協調

性を育てる教育が行われるようにすることが、今、特に求められています。そういう

中で、「30人以下学級の実現を」の声が全国で広がっています。この４月からは、全

国の 22 道府県が少人数学級を実施しています。「子どもの発言の機会がふえた」「子

どもが積極的になった」｢きめ細かな指導が効果的だ｣と評価されています。 

東京でも、区市など、自治体独自で 30 人以下学級を求める請願運動が広がってい

ます。｢東京都が一日も早く独自で 30人以下学級を実施することを求める意見書｣が、

すでに三鷹市を含め４区 16 市で採択されています。また、町田市と武蔵村山市が自

治体独自で 30人以下学級の請願を採択しました。 

三鷹でも、「30人学級の実現を」の声が大きく広がっています。三鷹市の小学校の

１・２年生は 77クラス（４／20現在）あり、そのうち 52クラスが 31人以上になっ

ています。「30 人学級」を実現するためには、あと 20 人の教職員が必要ですが、子

どもたちに未来につながる贈り物として、三鷹市においても、ぜひ三鷹市独自に 30

人以下学級が実現できるようお願いいたします。 

〔請願事項〕 

１ 三鷹市独自に、まず小学校１・２年生の 30 人以下学級を早期に実現すること｡ 


